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Ⅰ．はじめに
　大学は最高学府として、さまざまな領域における研
究、教育に従事する役割を担うが、学問や教育は、決し
て大学という組織、あるいはキャンパス内といった閉鎖
された空間で完結するものではなく、広く社会との関わ
りの中で展開されるものである。このことから、社会貢
献は大学の第 3の機能に位置付けられている（文部科学
省 , 2010）。公開講座は、「開かれた大学」の社会貢献の
1つとして、今日、多くの大学で実施されている。本学
は、専門職業教育機関として、また赤十字の看護大学と
して具備している知識や技術を地域住民に広く役立てて
頂く「市民への還元事業」として公開講座を位置づけ、
開学の 2004 年当初より毎年開講してきた。本稿では、
開学 10 周年を迎える本学の公開講座の歩みを振り返り、
今後の在り方を展望する。
Ⅱ．これまでの本学公開講座の歩み
　本大学の公開講座の歩みは、開学初年度に行われた
「大学と市民の交流」にさかのぼる。当時の記録による
と、『赤十字の活動と救護』をテーマとし、「赤十字と国
際人道法」についての講演会とともに、「救急法」、「家
庭看護法」、「幼児安全法」といった日本赤十字社の講習
会を含む内容であった。翌 2005（平成 17）年度から 2
年間は、地域住民を対象とした講演会・講習会と、地域
医療機関に勤める看護師や保健・医療・福祉専門職のス
キルアップを目的とした講座（研究、教育、文献検索、
統計、プレゼンテーション法等）を実施した。2007（平
成 19）年度からは、「開かれた大学づくり」の趣旨に沿
い（文部科学省，2013）、一般参加者向けに特化して年
間 5～ 8講座を開講している。担当する教員の得意とす
る専門領域のテーマに関し、講演、実践を含めた自由な
形で実施している。現在の形で公開講座を実施するよう
になった 2007（平成 19）年度以降、これまでに行われ
た講座の一覧（表 1）と、年度ごとの参加者数の推移
（図 1）を示す。
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要旨
　大学における研究、教育は、大学の組織やキャンパス内で完結するものではなく、社会との関わりの中で展開され
る。社会貢献は、研究、教育と並ぶ大学の第３の機能として重視されており、公開講座は多くの大学で地域や社会への
貢献の鍵となる重要な活動の一つと位置づけられている。看護大学は、その役割が一般の方々にも理解しやすいことか
ら、テーマを絞った公開講座を開催しやすいが、看護の様々な領域における多様なテーマを提示することが、看護や医
療に対する認識を一層深めることにつながる。公開講座には、講師の得意とするテーマについて、大学のキャンパスと
いうホームグラウンドから情報発信することに持ち味がある。本学の公開講座以外の地域交流の取り組みには、開学時
からのヘルスプロモーション事業や、最近締結された豊田市との包括連携協定があるが、多様な地域交流の取り組みの
中における公開講座の特色、役割を的確に捉え、企画、実施していくことが重要と考えられる。
キーワード　公開講座　看護大学　地域交流　社会貢献　開かれた大学
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表 1　日本赤十字豊田看護大学公開講座一覧（2007 ～ 2012 年度）
年度 回数 開催日時 内容（テーマ） 担当（領域）
2007
第１回 6/2（土）
9：30
｜
11：30
尿失禁の予防と生活習慣 地域看護学 土屋　紀子
第２回 6/23（土）
9：30
｜
11：30
介護サービスの基礎的知識 老年看護学 伊藤　孝治
第３回 9/1（土）
10：00
｜
11：30
ストレスとうまく付き合おう 精神看護学 揚野祐紀子
第４回 10/27（土）
9：30
｜
11：30
生活に、笑いとユーモアを 基礎看護学
奥村　潤子
杉浦美佐子　他
第５回 11/24（土）
9：30
｜
11：30
老人の心の病気 専門基礎 端谷　毅
2008
第１回 6/28（土）
10：00
｜
12：00
第１回　心の健康シリーズ
－発達障害－
専門基礎 端谷　毅
第２回 9/27（土）
10：00
｜
12：00
第２回　心の健康シリーズ
－パーソナリティ障害－
専門基礎 端谷　毅
第３回 10/25（土）
10：00
｜
12：00
第３回　心の健康シリーズ
－うつ病－
専門基礎 端谷　毅
第４回 11/8（土）
10：00
｜
12：00
はつらつ生活は食事から 小児看護学 中垣　紀子
第５回 12/20（土）
10：00
｜
12：00
第４回　心の健康シリーズ
－認知症－
専門基礎 端谷　毅
2009
第１回 6/13（土）
10：00
｜
12：00
第１回　生活に笑いとユーモアを 基礎看護学
奥村　潤子
杉浦美佐子　他
第２回 7/11（土）
10：00
｜
12：00
高齢者の誤嚥について 老年看護学 小林　尚司
第３回 9/26（土）
10：00
｜
12：00
睡眠 専門基礎 端谷　毅
第４回 10/24（土）
10：00
｜
12：00
第２回　生活に笑いとユーモアを 基礎看護学
奥村　潤子
杉浦美佐子　他
第５回
2010/
1/23（土）
10：00
｜
12：00
赤ちゃんと楽しくふれあおう！
－ベビーマッサージ－
母性看護学 野口　眞弓　他
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年度 回数 開催日時 内容（テーマ） 担当（領域）
2010
第１回 6/12（土）
13：00
｜
14：30
第１回　心の健康シリーズ
「チョッと変わった人たち！－アスペルガー症候群の子供たちと大人－」
専門基礎 端谷　毅
第２回 7/10（土）
10：00
｜
11：30
笑いと健康
－笑いの実践、トレーニング編－
基礎看護学
杉浦美佐子
奥村　潤子　他
第３回 9/25（土）
13：00
｜
14：30
第２回　心の健康シリーズ
「お父さんちゃんと眠れてる？－眠れないのは、うつのはじまりかも－」
専門基礎 端谷　毅
第４回 10/16（土）
10：00
｜
12：00
メタボ解消に挑戦！
－健康チェック－
地域看護学 永坂トシヱ　他
第５回 10/23（土）
13：00
｜
14：30
第３回　心の健康シリーズ
「年のせい？認知症？－健やかに老いるように－」
専門基礎 端谷　毅
第６回
2011/
1/22（土）
10：00
｜
12：00
赤ちゃんと楽しくふれあおう！
－ベビーマッサージ－
母性看護学
水野　妙子
野口　眞弓　他
第７回 2/19（土）
13：00
｜
14：30
親子のきずなを深めよう
－怒りを暴力以外の方法で伝えることを考える－
小児看護学
老年看護学
精神看護学
長江美代子　他
第８回 3/12（土）
10：00
｜
12：00
健康増進のための運動療法 成人看護学 三河内憲子　他
2011
第１回 6/25（土）
13：00
｜
14：30
心と睡眠 専門基礎 端谷　毅
第２回 8/20（土）
10：00
｜
12：00
ちょっと太り気味が健康にいい 基礎看護学
杉浦美佐子
奥村　潤子　他
第３回 9/28（水）
10：00
｜
12：00
子どもが病気になったら
－家庭でできる対処法－
小児看護学 大西　文子　他
第４回 12/10（土）
10：30
｜
12：00
認知症の方から見える世界 老年看護学 小林　尚司
第５回
2012/
1/21（土）
10：30
｜
12：00
赤ちゃんと楽しくふれあおう！
－ベビーマッサージ－
母性看護学
水野　妙子
野口　眞弓　他
第６回 2/18（土）
10：00
｜
12：00
ストレスと上手く付き合おう
－リラクゼーションを体験しよう－
精神看護学 長江美代子　他
第７回 3/17（土）
10：00
｜
12：00
生活習慣を見直そう！ 成人看護学 石黒千映子　他
第８回 3/24（土）
13：00
｜
14：30
心の発達と心の病気　そして支援 専門基礎 端谷　毅
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　2011（平成 23）年度の参加者数は 300 名を超えたが、
この年度の第 8回の講座は、本学の公開講座の開催やヘ
ルスプロモーション事業に長年尽力されてきた端谷毅前
教授の最終講義にあたり、この 1講座で 94 名の参加者
があったことが影響している。これを除けば、2009 年
度以降の参加者数は、概ね 200 名から 250 名程度で推移
している。通年での 1講座当たり平均参加人数は 28 ～
41 名であった（図 2）。
　2012 年度の参加者アンケート調査によれば、地元豊
田市からの参加が 76.4%（アンケート回答率 81.3%）、
女性の参加者が 76.1%（アンケート回答率 80.3%）であ
った。直近 3年のデータでも、地元豊田市および女性の
参加者がいずれも 70%以上の傾向に変わりはなく、本
学の公開講座において「地域」および「女性」の参加が
鍵となっていることが確認された。各講座とも女性の参
加者が男性を上回っていたが、2012 年度の講座の中で
は、精神看護学の「ストレスと上手く付き合おう !　－
リラクゼーションを体験しよう－」のみ、男性の参加者
が 71.4% と女性を上回っていたのが特徴的であった。
Ⅲ．大学の公開講座の役割
　平成 24 年度文部科学省委託調査「開かれた大学づく
りに関する調査研究」によれば、「大学は、地域や社会
の知の拠点として、住民の生涯学習や多種多様な主体の
活動を支えると同時に、地域や社会の課題を共に解決
し、その活性化や新たな価値の創造への積極的な貢献が
求められている」としている（文部科学省 , 2013）。全
年度 回数 開催日時 内容（テーマ） 担当（領域）
2012
第１回 7/25（土）
10：00
｜
12：00
笑い、ユーモアと健康 基礎看護学
杉浦美佐子
奥村　潤子　他
第２回
2013/
2/16（土）
10：00
｜
12：00
ストレスと上手く付き合おう !
－リラクゼーションを体験しよう－
精神看護学 長江美代子　他
第３回 2/16（土）
13：00
｜
14：30
健やかな老後を送るためのヒント
－飲み込む力を維持しよう－
老年看護学
小林　尚司
神谷　智子
第４回 2/23（土）
10：00
｜
12：00
楽しくすごそう更年期！！ 母性看護学
安藤　仁恵
野口　眞弓　他
第５回 3/12（土）
10：00
｜
11：30
子どもの発達と遊び 小児看護学 大西　文子　他
第６回 3/16（土）
10：00
｜
12：00
生活習慣を見直そう！ 成人看護学 石黒千映子　他
図 1　参加者数の推移（2007 ～ 2012 年度） 図 2　1講座当たりの平均参加者数（2007 ～ 2012 年度）
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国の 732 の国公私立大学を対象としたアンケートでは、
このような「開かれた大学」の地域社会に対する貢献の
在り方として、重視する事柄に「公開講座を実施するこ
と」を挙げる大学が最も多く、「とても重要である」ま
たは「重要である」と回答する大学は 97％に達した。
また、地域社会に対する大学の貢献として実際に取り組
んでいる項目に関して、「公開講座を実施すること」と
回答した大学は、93.1% に及んだ。このことを踏まえ、
文部科学省は、「大学（短期大学を含む）における公開
講座は、平成 23 年度には全国で年間約 3万 7千講座が
開講され、受講生数は約 140 万人にのぼるなど、大学の
知的資源を活用した国民に対する多様な学習機会を提供
しており、生涯学習推進の観点から重要な役割を担って
いる」としている（文部科学省，2013）。
　日常の生活で見聞きし経験する身近なできごとには、
今日の科学技術の進歩や複雑化した社会を背景として、
高い専門性をもつ様々な事象と関連するものが多く含ま
れている。専門家には、このような難しい内容を一般社
会人に向けてわかりやすく説明することが求められてお
り、大学の教職員は、専門家としての発信や行動の持つ
意味、社会に及ぼす影響や貢献について認識を深める必
要がある。さらに、組織としての大学にも、その得意と
する領域や地域性といった特色に応じて、社会や地域の
要請に応え発信していく活動が求められる。その中で、
公開講座は大学にとって鍵となる重要な活動の一つと捉
えられており、実際に全国のさまざまな大学が、各大学
の持つ特色を生かし、大学の持つ役割、機能、研究成果
を社会一般に発信しようと努力していることが、文部科
学省の調査から読み取ることができる。
　公開講座には、このような社会貢献としての一面とと
もに、大学の広報活動の意味合いもある。平成 22 年度
文部科学省委託調査「公開講座の実施が大学経営に及ぼ
す効果に関する調査研究」には、受講生への大学広報効
果として、大学認知度向上効果、イメージ向上効果、受
講生の口コミやマスメディアの登場による広報効果につ
いて報告されている（文部科学省 , 2010）。
Ⅳ．看護大学における公開講座の役割と本学に
おける展望
　さまざまな学部を擁する大学がある中で、単科の看護
大学は、その役割、機能が明確で、一般の方にも理解し
やすい。従って、公開講座についても看護、健康、医
療、介護といった焦点のはっきりしたテーマを設定しや
すい。一方で、類似したテーマの繰り返しになる可能性
もあり、看護の中の様々な領域やテーマを提示していく
ことが必要と考えられる。すなわち、看護学には、看護
の基本的なあり方や技術に関する基礎看護の領域、看護
の対象となる人々のライフサイクルと密接に関連する母
性、小児、成人、老年看護の領域、心の健康に関連する
精神看護の領域、地域の医療や介護等の課題に取り組む
地域・在宅看護の領域といった様々な教育と、研究の内
容を含んでいる。このような多様なテーマを呈示するこ
とが、地域一般の方々にとって看護や医療に対する認識
を深めることにつながるものと考えられる。さらに看護
の専門領域は、その背景として文系、理系を問わず各学
問領域との関連や広がりを有することから、看護大学で
は専門領域の基礎となる科目や教養科目が設けられてい
ることについても発信する価値があるものと考えられ
る。私立大学の場合には、建学の理念について発信する
ことも重要であり、本学においては、赤十字の理念に基
づく大学であることがこれに相当する。このような看護
大学の教育、研究の多様な内容を提示する一方で、年度
内あるいは年度をまたいで縦断的にテーマを設定するこ
とも可能であり、1つのテーマに関して繰り返し地道に
情報発信に取り組んでいくことにも価値があるものと考
えられる。本学の公開講座にも、シリーズの形で開催さ
れ好評を博した講座がある。
　本学における「開かれた看護大学」の取り組みとして
は、公開講座の他に、開学時に設置されたヘルスプロモ
ーションセンターの事業がある。ヘルスプロモーション
センターについての詳細については、同じ特集の杉山ら
の論文に記されるが、本学設立時に地元豊田市の助成を
受けヘルスプロモーションセンターが設置された経緯を
踏まえ、教職員が地域へ出る形で実践的な交流を図るこ
とを重視し、今日に至っている（杉山ら , 2014）。さら
に 2013（平成 25）年 3月には、豊田市と市内４大学（本
学、中京大学、愛知工業大学、愛知学泉大学）、１高専
（豊田工業高等専門学校）の知的人的資源の連携を図る
目的で包括連携協定が締結され、地域連携の一層の多角
化が進められている（安藤，2014）。
　このように地域との交流、連携が発展的に多様化する
中にあって、開学まもなくから行われてきた公開講座の
大きな特色の１つは、大学の施設を用いて行うことによ
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って、地域に大学のキャンパスを開放する意味合いが含
まれることである。この点において、ヘルスプロモーシ
ョンセンター事業や豊田市の包括連携協定によるキャン
パス外での活動を中心とした地域交流を補完する役割が
あるものと考えられる。
　文部科学省の調査は、公開講座の運営における学内の
協力体制の構築の重要性を指摘している（文部科学省 , 
2010）。看護大学における公開講座で、看護の様々な領
域に関する多様なテーマを提示することの意義を先に述
べたが、それを支える学内の協力体制は重要である。本
学は大学としては単科で小規模であり、教育や研究とい
った大学としての第 1、第 2の機能とのバランスを図る
必要もあるため、近年では地域からの要請に基づくヘル
スプロモーション事業等の担当者を優先的に決めた後
で、公開講座の担当領域や講師を選ぶ方針としている。
本学の公開講座では、担当する講師や領域が最も得意と
する専門のテーマに関して、自由に講演の内容や形式を
決めることとしているが、このような大学のキャンパス
を会場とした「ホームグラウンドからの情報発信」が、
多様化する地域交流の中での公開講座の特色であり、持
ち味であると考えられる。
　情報化社会の最近の潮流として、アメリカを中心に世
界のトップクラスの大学がインターネットを使って講座
を無料配信する、いわゆる大規模公開オンライン講座 
（massive open online courses: MOOCs）への相次ぐ参
入の動きがある。アメリカの IT企業グーグルは、マサ
チューセッツ工科大学やハーバード大学が立ち上げた
NPO法人「edX」などと提携して、大学の講義をオン
ラインで無料配信するウェブサイトを立ち上げたことが
報じられた（NHK NEWSweb,　2013）。インターネッ
トに接続できれば無料で世界中どこでも受講でき、修了
証も発行されることから、人気講座は 10 万人を超える
生徒が登録するなど注目を集めているという。日本にお
いても、東京大学、京都大学をはじめとして追随の動き
があり、教育コンテンツのオンライン化が一層活発にな
るものと考えられる。このような大きな流れの中で、本
学がこれまで取り組んできた内容を振り返ると、看護大
学の公開講座として単なる講義のみでなく、「笑いの実
践」、「ストレスチェック」、「小児や赤ちゃんとのふれあ
い」、「食習慣と関連した味覚チェック」といった体験型、
ふれあい型の内容を多く含んでいることに意義を見出す
ことができるだろう。最先端の動きとは対極的な立ち位
置ではあるが、地方の看護大学が実践的な内容を盛り込
み、地域住民との直接のふれあいを大切にする手作りの
公開講座を企画することの意義が薄れることは、今後も
決してないものと考える。
Ⅴ．おわりに
　開学から 10 年を迎え、「開かれた看護大学」を目指し
た活動の一環としての公開講座を振り返り、今後のあり
かたを展望した。オンラインではない、実際のキャンパ
スで行われる公開講座には、担当者の持ち味を自由に生
かした情報発信、体験を含めた内容、地域とのふれあい
に特色や意義があるものと考えられる。本学の地域交流
の取り組みには、公開講座の他に、開学時から行われて
いるヘルスプロモーション事業、さらに最近締結された
豊田市との包括連携協定があるが、多様な地域交流の中
での公開講座の位置づけ、役割を的確に捉え、企画、実
施していくことが重要と考えられた。
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